
第 3 章 快適な環境の保全 と 創造

の創造

【 1 親 しみやすい水環境の保全 と創造 】

0水環境の保全対策 (名水保全の集い)

身近 に あ る 良好な水環境の保全 と 活用 を通

じて 、 地域住民の水環境保全意識を啓発する た

め〉鳥取県水環境保全市町村連絡協議会が隔年

で開催する ｢名 水保全の集い｣ の活動 を支援す

る 。 (環境政策課)

【 2 豊かで多様な緑の保全 と創造 】

0都市公園事業

(第 3 部第 2 章第 1 節 の 3 参照 )

(都市計画課)

0花 と 緑のま ち づ く り 推進事業

･ 公園愛護ボラ ンテ ィ ア に対する支援

花 と 緑の フ ェ ア実行委員会への補助

花 と 緑の コ ン ク ール、 座談会の実施

(都市計画課)

0緑 ･ 木 と のふれあ い体験事業

県民総参加に よ る 緑づ く り の機運を醸成 し 、

豊かな緑に包まれた潤いの あ る 県土づ く り を

推進する た め 、 森林や緑の働き 大切 さ を普及

啓発する 。 (林政課)

【 3 良好な景観の保全 と創造 】

( 1 ) 景観形成の総合的推進

0景観形成施策の総合的 な推進及び 自 発的な

景観形成活動の促進

｢鳥取県景観形成条例｣ を基に 、 景観形成施

策の総合的 な推進 と 自 発的な景観形成活動の

促進を図 る こ と に よ り 、 良好な景観の保全 と創

造告に努め る 。

ア 大規模行為の届 出指導

大規模な建築物や工作物の新築 、 増改築

等、 物品の集積、 土石の採取等の行為 (景

観形成地域内の行為を除 く 。 ) の届 出 につ

いて 、 優れた景観の形成を推進する た め に 、

景観上の審査、 指導を行 う 。

イ 景観形成地域の指定 と 特定行為の届 出

指導

景観形成地域にお け る 景観阻害物件の

撤去 ･ 修景な どの景観保全対策を推進する

と と も に 、 当 該地域におけ る建築物や工作

物の新築 、 増改築等 、 木竹の伐採等の特定

行為について 、 景観上の審査、 指導を行 う 。

ウ 公共事業の景観形成

公共事業にお け る 景観形成を推進する

た め 、 次の事業を行 う 。

･ 3 次元景観シ ミ ュ レーシ ョ ンデー タ の

作成

工 景観ア ドバイ ザーの設置

条例の規定に基づ く 届 出 に対 し て知事

が行 う 指導、 そ の他景観形成の推進につい

て専門的視点か ら意見を聴 く ため 、 景観ア

ドバイ ザーを設置する 。

･ 設置数 1 6 人

オ 景観形成地域の景観保全

大山景観形成地域及び沿道海浜景観形

成地域を重点的に景観阻害物件の撤去 修

景等景観保全対策を推進する 。

力 景観形成巡視員の配置

特定行為及び大規模行為の確認や無届

行為発見のため 、 各市町村に景観形成巡視

員を配置する 。

･ 配置数 4 1 人

キ 景観づ く り 推進員の配置

県土 を美 し く 快適 にす る 活動 を全県的

に広め 、 県民運動 と して展開 してい く た め 、

各市町村に 、 地域での景観づ く り 活動を リ

ーダー と な っ て推進 してい く ｢景観づ く り

推進員｣ を配置する 。

･ 配置数 2 0 8 人

ク 景観づ く り 推進員活動奨励事業

景観づ く り 推進員が 中心 と な り 、 座談会 、

勉強会等を開催 し 、 住民 と と も に進め る景

観づ く り 活動に対 して補助する 。

対象経費 種苗 肥料及び資材な どの

購入費 、 燃料費 、 印刷製本費 、 機械な

どの借上料、 講師謝礼

補助限度額 . 推進員 1 人当 た り 4 万円

(参加人数 5 0 人以下) ~ 8 万 5 千円

( 8 0 1 人以上)

補助率 . 1 / 2 以内

･ 平成 1 4 年度予算 . 6 , 8 2 5 千円

ケ 快適空間形成促進事業

市町村景観形成計画 ･ その他地域づ く り

に関する 計画に基づき 、 市町村、 県民等が

実施す る 快適 な県土空間 を創 出す る た め

の施設 設備の整備事業に対 して補助する 。
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･ 対象経費 片

工事請負費 、 設計委託費な ど る 。
補助限度額

1 事業当 た り 5 , 0 0 0 千円 ○鳥取
･ 補助率 1 / 2 以内 ｢

片原線 (鳥取市) で電線類の地中化を進め

(道路踝)

･ 平成 1 3 年度予算 3 5 , 0 0 0 千円

コ ｢伝え た いふ る さ と 鳥取の景観｣ 保全 ･

継承事業

2 1 世紀に 引 き 継 ぐべ き 景観 と し て県

内 1 0 0 景観を ｢伝えたいふ る さ と鳥取の

景観｣ に選定 し 、 広 く 県民に紹介する と と

も に 、 住民等に よ る景観の保全 ･ 伝承への

取組みを支援する 。

(ァ ) ｢伝 えたいふ る さ と 鳥取の景観｣ 写真

コ ンテス ト

募集期間

平成 1 4 年 5 月 1 日 ~ 1 1 月 3 0 日

審査 ･ 表彰 平成 1 4 年 1 2 月

展示会の 開催 平成 1 5 年 1 月 ~ 3 月

(イ ) ｢伝 え たいふ る さ と 鳥取の景観｣ 紹介

ノミス ツ アー

県内東 ･ 中 ･ 西部で各 1 回ずつ解説付

き で景観を紹介す る バ ス ツ アー を 開

催

( ウ ) 住民の景観保全 ･ 継承の取組みに対す

る支援

･ 景観ア ドバイ ザーの派遣に よ る 指導 、

情報提供等

(景観 自 然課)

0観光地振興支援事業

住民の景観保全、 継承の取組みに対 して補助

を行 う 。

･ 事業主体 自 治会、 町内会 、

ま ちづ く り 協議会等

･ 対象経費 保全 ･ 継承活動に関する ソ フ ト

事業

･ 補助限度額 1 事業当 た り 5 0 0 千円

･ 補 助 率 1 / 2 以内 (観光課)

0屋外広告物対策事業

屋外広告物の現地覊査、 違反物件の除却等を

行い 、 良好な都市景観の形成、 自 然景観の保全

を推進する 。 (都市計画県)

0電線共同溝整備事業

快適で災害に強い都市を創 る ため 、 ｢新電線

類地中化計画｣ に基づき 、 電線等の地中化を進

め る 。

･ 平成 1 4 年度事業箇所 引 き続き 国道 5 3

号 、 県道皆生西原線 (米子市) 、 県道 田 島

○鳥取県環境美化の促進に関する条例の推進

む鳥取県環境美化の促進に関する条例｣ の趣

旨 に沿っ て 、 美 し く 快適な生活環境づ く り を推

進 してい く 。

･ 空 き 缶等が散乱 し 、 又は散乱する恐れが あ

り 、 特に環境美化を計画的に進め る 必要が

あ る 地区を ｢環境美化促進地区｣ と し て指

定 してお り 、 全市町村に最低 1 ヵ 所の促進

地区が指定済であ る 。 (全部で 5 7 地区)

(循環型社会推進課)

0不法投棄未処理事案解決 プ ロ ジ ェ ク ト の推

進

従前か ら の県内 にお け る廃棄物不法投棄未

処理事案を抱 えて い る 各市町村に先攻解決部

隊を編成 して出 向 き 、 問題を解決する こ と に よ

り 、 県民の期待に応え る行政、 住み良い環境づ

く り 及び不法投棄の再発防止等を図 る 。

(循環型社会推進課)

○海岸漂着物対策の推進

市町村が原則 と して住民の参加 ･ 協力 を得て 、

計画的 に年 4 回以上海岸の漂着廃棄物及び海

浜地の廃棄物収集 、 運搬及び処分を行 う 場合 、

県が財政的支援を行 う 。 (循環型社会推進課)

○観光地美化等事業 (市町村緊急雇用特別基金

事業)

市町村が取組む様々 な観光振興の た め の事

業に対 し助成を行 う 。 (観光課)

0鳥取砂丘の一斉清掃

鳥取市が 中心 と な り 春 と秋の年 2 回 、 砂丘

の一斉清掃を行 う 。 (景観 自 然課)

○大山の一斉清掃

(財) 自 然公園財団が 中心 と な り 、 春 と 秋の

年 2 回 、 大山 の一斉清掃を行 う 。

(景観 自 然課)

【 4 歴史的 ･ 文化的環境の保全 と 整備 】

0地域民俗芸能再生事業

県指定無形民俗文化財 (民俗芸能) の伝承に

意欲的な こ ど も保存団体に対 して 、 助成及び支

援を し 、 地域の民俗芸能の保存伝承を図 る 。 ま

た 、 無形民俗文化財保全のた め 、 映像に よ る記

録を行 う (文化課)
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0倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保

存整備事業

倉吉市打吹玉川伝統的建造物群が国の重要

伝統的建造物群保存地区に選定 さ れた こ と に

伴い 、 倉吉市の保存計画に基づいて行われる保

存修理事業等に対 し助成を行 う 。 (文化課)

○青谷上寺地遺跡保存活用事業

遺跡の 情報発信を行 う と と も に 、 遺跡を有効

に保存活用する た め 、 遺跡の範囲 ･ 内容を明 ら

かに し 、 基本構想を策定する 。 ま た 、 出土品の

保存処理 ･ 復元を行 う 。 (文化課)

0国史跡妻木晩田遺跡整備活用事業

遺跡の整備活用基本計画を策定す る と と も

に 、 遺跡の初期整備を行 う 。

ま た 、 発掘凋査を実施する と と も に遺跡の 情

報発信を行 う (文化課)

亀 ･ 二 豊飜 弓三 上 山蝉 - 肥 謂主耽T騙嵜町罨冊円周字1幅■
　 　 　 　　　　　 　　　 　　　　　　 　 　　

確保 l確保

【 1 人 と 自 然 と のふれあいの推進 】

( 1 ) 自 然公園等の整備

○ 自 然公園等の整備

｢ 日 本百名 山 ｣ の一つであ る 国立公園大山 に

おいて 、 利用者の増加 、 集中に と も ない荒廃 し

てい る登山道の整備を行 う と と も に 、 公園 区域

の拡大 に よ り 編入 さ れた毛無 山登山道の整備

を行 う 。

国立公園 の 自 然景観を 快適 に楽 し んで も ら

え る よ う 〉鳥取砂丘駐車場公衆 ト イ レ及び城原

駐車場公衆 ト イ レの再整備を行 う 。

(景観 自 然課)

○ふれあい ･ やす ら ぎ温泉地整備事業

岩美町が行 う 、 岩井温泉の 自 然 、 歴史 ･ 文化

にふれあ う 拠点 と な る ｢ ゆかむ り 温泉｣ の整備

に対 して助成を行 う (景観 自 然課)

( 2 ) ふれあい機会の充実

○ 自然観察会等の開催

大山 、 山陰海岸及び氷 ノ 山 において 、 それぞ

れ大山 自 然科学館、 山陰海岸 自 然科学館及び氷

ノ 山 自 然ふれあい館 “響き の森" を拠点 と して 、

動物 、 植物 、 地形 ･ 地質等を観察 しなが ら 自 然

にふれあ う 自 然観察会や登山観察会 を開催す

る 。

さ ら に 、 氷 ノ 山 自 然ふれあい館では 、 草花 ･

木の葉 ･ 木の実 ･ 木材な ど 自 然の素材を使っ た

創作体験教室及び森林の間伐や炭焼き 、 キ ャ ン

プ 雪上ハイ キ ン グな どの野外活動を開催する 。

(景観 自 然課)

表 3‐5 自然観察会 体験創作教室 ･ 自然解。兒指導員養成研修等の実施計画

養成研修 院嶽あげ 自然州 12月 2 1~州 3 日

0 と っ と り 花回廊管理運営事業 ○ と っ と り 出合 いの森管理運営事業

全国最大級の フ ラ ワ ーパー ク と し て県民に 県民が気軽に森林 ･ 緑 と ふれあい 、 幅広 く 利

花 と 緑に あふれる 憩い の場所を提供す る と と 用 で き る森林公園 と して 、 ｢ と っ と り 出合いの

も に 、 四季の彩 り を鮮やかにする ため 、 野生ユ 森｣ の管理運営を行 う (林政課)

リ の群落の育成、 山野草の充実を図 る 。

(生産振興課) 0緑 ･ 木 と のふれあい体験事業

(第 3 部第 3 章第 1 節の 2 参照) (林政課)
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0 自然体験フ ァ ーム事業

子 ど も 達の 自 立心 と 生 き る 力 を育成す る た

め 、 自 然体験学習 を 中心 と したプロ グラ ム の開

発 ･ 実施を行 う ｢ 自 然体験フ ァ ーム実行委員会｣

の活動を側面的に支援する 。

(景観 自 然課)

【 2 温泉の保護 と 活用 】

本県に は 、 3 2 2 の源泉があ り 、 多 く の人に

利用 され、 観光や保養等の重要な基盤 と な っ て

い る 。 温泉の保護 と その適切な利用 を図 っ てい

く こ と が重要であ る 。

( 1 ) 温泉の保護

0温泉の保護

温泉は限 られた天然資源であ り 、 温泉資源を

有効かつ持続的 に活用 し て い く こ と が重要で

あ る 。

こ のた め 、 引 き続き 県内の源泉の状況凋査を

実施する と と も に 、 温泉の掘削や動力装置の設

置等の許可等に 当 た っ ては 、 審議会の審議を経

て 、 的確な対応を行 う 。

ま た 、 温泉の有効利用のため各温泉地におけ

る源泉の集中管理な どを推進する 。

(環境政策課)

( 2 ) 多様な温泉の活用

0多様な温泉の活用

県内 の源泉の 4 割弱 を 占 め る 未利用源泉の

有効利用 と 、 利用源泉の適正利用及び高度利用

を図 る た めの 情報提供 と して 、 県内の温泉の分

布、 泉質等をま と めた温泉基礎 情報マ ッ プを作

成する 。 (環境政策課)

0ふれあ し 、 ･ やす ら ぎ温泉地整備事業

(第 3 部第 3 章第 2 節の 1 ( 2 ) 参照 )

(景観 自 然課)
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第 4 章 すべての主体の参加に よ る行動

『 鰤a r 痿活動の 蓮、

【 穐 各主体の協力連携体制の整備 】

0 県民 ･ 企業 ･ N P 0 ･ 行政のパー ト ナー シ

ッ プ

環境保全、 ま ちづ く り な ど 、 地域の住民の関

心が高ま っ てお り 、 県民や NP0 、 企業がそれ

ぞれの立場か ら環境保全に対す る 高い意識を

持っ て取 り 組む と と も に 、 平成 1 3 年 9 月 に制

定 さ れた鳥取県非営利公益活動促進条例の精

神を活か し 、 お互いのパー ト ナーシ ッ プを図 り

なが ら協力連携 して取 り 組む事が望まれる 。

県は 、 情報提供、 人材の育成、 活動団体の課

題解決のた めの フ ォー ラ ム な ど 、 ボ ラ ンテ ィ ア

活動の推進を図っ てい く 。

なお 、 現在の県の登録ボラ ンテ ィ ア 7 5 3 団

体の う ち環境保全活動を行 う 団体は 、 1 0 2 団

体 ( 1 3 5 % ) と な っ てい る 。

(県民活動推進課)

【 2 県民 事業者 行政の

自 主的取組の推進 】

0環境管理認証取得企業等育成補助金

国際環境規格 ( I S O 1 4 0 0 1 ) 認 。正取得

の取組みを実施する 県内民間企業等に対 し 、 認

。正取得に要する経費の一部を助成する 。

(環境管理推進課)

【 3 行政の率先行動及び

I S O 1 4 0 0 1 の推進 】

0環境にや さ し い県庁率先行動事業

県におけ る省資源、 省エネルギー 、 リ サイ ク

ル等を 目 指 した取組みを推進する と と も に 、 県

内の市町村等へ普及啓発する 。

･ 行動計画の対象

県の全機関が事業所 と して行 う 事務

･ 計画の期間

平成 1 0 ~ 1 4 年度

･ 計画の推進方褻芸

数値 目 標を設定 し 、 環境マネジメ ン ト シス

テ ム の手法

計画 ( P L A N ) 、 実行 ( D O ) 、 点検

( C H E C K ) 見直 し ( A C T I O N )

を取 り 入れた進行管理を行 う 。

(環境管理推進課)

0グ リ ー ン購入への取組

平成 1 3 年 7 月 に策定 した ｢鳥取県グ リ ー ン

購入基本方針｣ に基づき 、 ｢平成 1 4 年度 グ リ

ー ン購入調達方針｣ を策定 し 、 環境配慮商品 を

優先購入する 。

1 対象分野 対象範囲等

対象分野 1 4 分野

対象範囲 県の全ての機関

推進体制 ｢環境にや さ しい県庁率先行

動計画｣ と 同様 と する 。

2 平成 1 4 年度の取組

1 4 分野 、 1 6 9 品 目 について判断基準を

作成 し 、 分野毎に調達 目 標を設定 して取組む。

表3‐7 環境にや さ し い県庁率先行動計画の数

値 目標 (平成 1 4年度最終)

a グリーン購入の推進
･ 古紙配合率 1 00%のコピー用紙の利用割合を 1 00%とする 。
特殊なものを除き 、 外注印刷物の古紙配合率70%以上の再生紙の
利用割合を 1 00%とする 。

･ 1 4分野の特定調達品 目 f ~ついて 、 判断基準を作成し 、 毎年 、 分野毎
に調達 目標を裁定する 。

b 二酸化炭素排出量の削減
事務の実施や庁舎管理に伴い排出される二酸化炭素を 、 平成 1 4年度

予測発生量から5%以上削減する 。 ( 平成 1 4年度予測発生量 2 5 , 7 60t )

c 廃棄物の減量化
廃棄物の実施L伴い排出される可燃ごみについて 、 リサイクル等により
平成 1 0年度の発生量から50%以上削減する 。
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表 3‐6 補助内容

対 象 者
県内に事務所又は事業所
を有する 民間企業者

対象経費
コ ンサルタ ン ト料、 登録
審査料

補助率等
3 分の 1 以内の額 (上限
1 社あた り 1 0 0 万円 )



表3-8 平成 1 4年度に重点調達す る物品 と 目 標

9 1 00 %nU

文具類

I 三川 -

国田 E 物“

E Ia暸認す

シャープペン 、 の り等 9 3 1 00 %

nunU
OA機テ

E Ia暸認す

‘ 蕎 ■
コ ピー機 、 電子。慎機等 1 0 1 00 叱川nUnvn)

照明 蛍光灯照明器具、 蛍光管 2 1 00 %

0

0

0

制 月日 ･ 作 ぢ
′:･、･q
服 制服 、 作業服 2 1 00 %姦

作業用手袋 作業用手袋 1 1 00 %8

公共工事 パーティクルボード 、 再生骨材等 23 注2

。十 1 4分野

エコ車輌整備 、 省エネルギー診断
。十 1 6 9 品 目

40台

量. "量≦

注 1 日 野総合 矛 所 . 1 kw

注2 鳥取県公共事業環境配慮指針の運用に合わせ積極的に推進し、
今年度は調達実績の把握に努め 、 次年度以降 目 標を。没定する 。

0グ リ ー ン購入推進事業

ア ｢ グ リ ー ン購入 と っ と り ネ ッ ト ｣ の設立

グ リ ー ン購入に 関す る 地域の 情報の収

集及び発信や意見交換を行い 、 グ リ ー ン購

入に取 り 組む こ と に よ り 環境負荷の少 な

い商品やサー ビス の地域の市場形成を促

進 し 、 循環型社会の構築に寄与する こ と を

目 的 に 、 県内 の企業 、 消費者 、 団体 、 行政

を会員 と す る ｢ グ リ ー ン購入 と っ と り ネ ッ

ト ｣ を設立する 。

イ グ リ ー ン購入 フ オ ーラ ムの開催

｢ グ リ ー ン購入｣ を一般県民の皆 さ んへ

普及 ･ 啓発する た め 、 講演や事例発表 、 グ

リ ー ン商品の展示を行い ｢ グ リ ー ン購入｣

の一層 の取 り 組みの推進を図 る 。

(環境管理推進課)

所か ら組織する ｢鳥取県環境推進企業協議

会｣ と 連携 し 、 認 。正取得を 目 指す事業所を

支援する 。

I S O 1 4 0 0 1 初心者セ ミ ナー及び

意見交換会の開催 (東中西部の認。正取

得企業で実施)

･ I S O 1 4 0 0 1 構築 フ ォー ラ ム の開

催

ウ 鳥取県版環境管理システム認定制度

県内 中小企業等の環境配慮活動への取

組みを容易 にする た め 、 県が一定の基準を

設け 、 環境配慮活動を独 自 に認定、 公表す

る 鳥取県独 自 の認定制度の規格を 1 3 年

度に作成 した。 1 4 年度か ら こ の規格に基

づき 、 環境管理シス テ ム を構築する企業等

を認定する 。 (環境管理推進課)

0 I S O 1 4 0 0 1 推進事業

ア 県庁 I S O 1 4 0 0 1 の維持及び地方 【 4 普及啓発 広報 】
機関拡大

平成 1 2 年度に本庁知事部局 、 平成 1 3

年度に企業局 、 病院局 、 教育委員会事務局

(地方機関 を除 く ) 、 監査委員事務局 、 人

事委員会事務局 、 地方労働委員会事務局 、

県議会事務局で認証を取得 し た鳥取県環

境管理シス テ ム の維持管理を行 う 。 さ ら に 、

環境配慮活動を推進する た め 、 地方機関を

対象に拡大認証取得を 目 指す。

イ I S O 1 4 0 0 1 認証取得支援

県の ノ ウハ ウ を も と に 、 市町村の I S O

1 4 0 0 1 認証取得を支援する 。

･ 市町村 I S O 1 4 0 0 1 システ ム構築

実習費座 (連続 5 回) の開催

ま た 、 県内の I S O 1 4 0 0 1 取得事業

0 リ サイ ク ル フ ェ アの開催

企業等の 出展に よ る リ サイ ク ル技術の紹介 、

日 常雑貨等の見本市 、 住民参加の フ リ ーマー

ケ ッ ト 、 修理 コ ーナーな ど リ サイ ク ル をテー

マ と し たイ ベ ン ト を実施す る 。

(循環型社会推進課)

0環境の 日 及び環境月 間

環境基本法においては 、 6 月 5 日 を ｢環境の

日 ｣ と 定め 、 環境省は 6 月 を ｢環境月 間 ｣ と 提
唱 してい る 。 本県において も 、 こ の趣 旨 に沿っ

て市町村及び各種関係団体の協力 の も と に各

種行事を行 う
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【 県実施事業】

環境月 間 中の廃棄物不法投棄防止対策

｢産業廃棄物不法投棄事案処理対策連絡

協議会の開催、 合同パ ト ロ ール、 そ の他広

報活動

･ 氷 ノ 山 自 然観察会の開催

( 6 月 1 日 、 8 日 、 3 0 日 )

【市町村の事業】

よ な ご し環境フ ェ ア 2 0 0 2 ( 6 月 9 日 、 米

子市児童文化セ ン タ ー等 、 米子市主催) の ほか、

各市町村において環境美化運動 、 資源回収等が

行われる 。 (環境政策課)

0地球温暖化防止月 間及 び大気汚染防止推進

月 間

｢地球温暖化対策推進大綱｣ に よ り 、 毎年 1

2 月 は ｢地球温暖化防止月 間 ｣ と して全国的な

地球温暖化防止 に 関す る 広報活動が行われて

い る 。 本県で も 、 次の取組みを行 う 。

･ 地球温暖化対策推進連絡会議の開催

･ テ レ ビス ポ ッ ト ( 3 0 秒)

･ 新聞広告

･ ラ ジオ

ま た 、 環境省 を 中心に ｢大気汚染防止推進月

間 ｣ に各種啓発活動を行っ てい る が 、 本県にお

いて も 連携を取 り つつ大気環境の保全に 関す

る啓発活動を進め る 。 (環境政策課)

0環境美化促進月 間

県民の環境美化促進に対す る 関心 と 理解を

深め 、 環境美化活動を県民運動 と し て展開する

た め 、 9 月 及び 1 0 月 を ｢環境美化促進月 間 ｣

及び 1 0 月 第 1 週 を ｢環境美化強化週間｣ と し

て 、 持ち 帰 り 用 ごみ袋の配布 、 各種媒体の活用

等に よ る 県民への普及啓発を行 う と と も に 、 市

町村、 各種団体 と 連携を と り な が ら全県的な美

化運動を展開する 。

(循環型社会推進課)

【 T 環境教育 ･ 学習体制の整備 】

( 1 ) 環境教育 ･ 学習 リ ーダーの養成

0環境教育推進事業

ア ｢総合的な学習の時間 ｣ の支援

子 ど も のための環境学習会の開催

小中学校におけ る ｢総合的な学習の時

間 ｣ ま た は ｢社会見学｣ のカ リ キ ュ ラ ム

で 、 ク ラ ス単位ま たは学校単位で活用 で

き る環境学習会を開催する 。

場所 鳥取県衛生環境研究所

時期 平成 1 4 年 9 月 以降

(学校 2 学期か ら )

概要 1 回の定員 7 0 名 ( 2 ク ラ ス )

平成 1 4 年度 中 に 5 回程度 を

実施予定

･ 環境教育 ･ 学習指導者教師養成研修会

環境教育を担当す る 小 中学校の教師を

対象に 、 学校で行え る環境観測の方法や 、

環境教育について ノ ウハ ウ を研修する 。

場所 . 衛生環境研究所

時期 : 8 月 中 (夏休み期間)

イ 環境教育 ･ 学習指導者研修会の開催

県内の ｢ こ ど も エ コ ク ラ ブ｣ な どの環

境教育 ･ 学習 に関わ る 団体の指導者を対

象に県内 3 ヵ 所で 、 研修会を開催す る 。

ま た 、 各健康福祉セ ン タ ーに整備 した環

境計測キ ッ ト を使っ て 、 キ ッ ト の使用方

法の講習 も 実施する 。

時期 5 月 2 8 日 (火)

東部健康福祉セ ン タ ー

5 月 2 9 日 (水)

中部総合事務所

5 月 3 0 日 (水)

西部総合事務所

ウ こ ども エ コ キヤ ン プの開催

環境活動に取組む こ ど も達が 、 自 然の 中

で学び、 交流を図 る 。 併せて 、 指導者同士

の交流を図 り 、 環境教育 ･ 学習ネ ッ ト ワー

ク づ く り に資する 。

時期 7 月 2 5 日 (木) ~ 2 6 日 (金)

場所 船上山少年 自 然の家

(赤碕町山川 )

工 と っ と り 環境教育 ･ 学習ア ドバイ ザーの

派遣

と っ と り 環境教育 学習ア ドバイ ザーを 、

こ ど も エ コ ク ラ ブの指導者や学校、 公民館

等か ら の要。青に応 じ 、 現場に派遣 し 、 体験

型及び実践型の環境学習 をサポー ト す る 。

オ こ ど も エ コ ク ラ ブ活動の支援

こ ど も エ コ ク ラ ブの活動の活発化 を図

る た め 、 ク ラ ブ員ヘエ コ 文具を支給す る 。

ま た 、 活動に支障を き た さ ない よ う にする

た め保険に加入する 。 ま た 、 こ ど も エ コ ク

ラ ブ活動発表会を開催 し 、 こ ど も達が取 り

組んだ環境活動を発表する こ と に よ り 、 こ

ど も エ コ ク ラ ブの活動の活性化を図 る 。

(環境管理推進課)
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○環境教育の学校教育活動の中への位置付け

環境保全や 、 よ り よ い環境の創造のた め に 、

環境教育を学校の教育活動の 中 に位置付け 、 主

体的 に行動で き る 態度 と 能力 を育成する と と

も に 、 系統的な指導が出来る よ う 指導計画を作

成する 。

ま た 、 指導内容や指導方法について も計画的

に教職員の研修を行っ てい く 。

(小 中学校課、 高等学校課)

( 2 ) 環境教育 ･ 学習ネ ッ ト ワーク の整備

○鳥取県環境教育 ･ 学習ネ ッ ト ワ ーク の 。没立

環境教育 ･ 学習 の進め方について は 、 従来 、

鳥取県環境教育 ･ 学習推進会議を開催 し 、 有識

者か ら幅広い意見を聴取 して き たが 、 こ の推進

会議を発展解消 し 、 県内の団体 、 個人 、 学校 、

企業、 行政を会員 と して 、 環境教育 ･ 学習の取

り 組みを支援する こ と を 目 的 に ｢鳥取県環境教

育 学習ネ ッ ト ワ ー ク ｣ を設立する 。

(環境管理推進課)

( 3 ) 環境教育 学習関連の情報システム 、 教

材の整備

生活様式の実践 、 日 常生活の 中 で行 う ごみの

適正な扱い方 (分別排出等) の実践等 ごみに

ついて考え 、 体験す る学習塾を 開催す る 。 ( 1

泊 2 日 ) (循環型社会推進課)

○児童生徒に よ る

｢ふる さ と ク リ ー ン ･ ク リ ー ン活動 ｣

すべての公立学校の児童生徒が 、 学校が所在

する市町村の海岸 、 河川 、 公園 、 道路な どの公

共的場所の清掃活動等を行 う 。

(小中学校課)

0水生生物に よ る水質判定調査

水生生物の種類を調べる こ と で 、 その水域の

水質を判定する 調査を 、 小学校等の協力 を得て 、

県内河川全域において実施する 。

(環境政策課)

( 2 ) 環境保全活動の支援

0エ コ 普及活動支援事業

環境保全団体な どが実施す る 環境問題に関

する普及啓発活動に対 して補助を行 う 。

(環境管理推進課)

0環境教育推進事業

( こ ど も エ コ ク ラ ブ支援事業)

いつで も ど こ で も 体験型の環境学習が でき

る環境づ く り 、 こ ど も エ コ ク ラ ブ活動の活性化

のため 、 各保健所、 衛生環境研究所に環境観測

キ ッ ト の補充を行い 、 貸出 を行 う 。

(環境管理推進課)

【 2 環境教育 ･ 学習活動の推進 】

( 1 ) 環境教育 ･ 学習の推進

○衛生環境研究所環境学習 ･ 活動支援事業

環境教育 ･ 学習の 中核的施設 と して 、 衛生環

境研究所の展示内容や技術的 ノ ウ ハ ウ を活か

し なが ら 、 小中学生の環境学習やエ コ ク ラ ブ等

各種団体の活動支援を行 う 。

(衛生環境研究所)

0 と つ と り 県民カ レ ッ ジ事業

と っ と り 県民カ レ ッ ジ主催講座 ｢未来をひ ら

く 鳥取学｣ の 中で、 自 然 、 環境をテーマ に県内

3 地区で。黄塵を開催する 。 (生涯学習課)

0 ごみ と 遊ぼ う イ ン夏休みの開催

小学校 5 、 6 年生を対象に ごみ を 出 さ な い
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第 5 章 地球環境保全に向 けた活動の推進 と 国際交流

【 1 地球温暖化防止対策の推進 】

0地球温暖化防止推進事業

地球温暖化防止対策の推進のため には 、 事業

者、 県民及び行政がそれぞれの立場か ら主体的

に取組みを行 う こ と が必要であ る と と も に 、 効

果的な取組みの推進の た め に は業界団体等を

始め と し た各種団体 と 連携を 図 る こ と が必要

であ る 。

平成 1 0 年 1 0 月 に公布 さ れた地球温暖化

対策推進法では、 事業活動や 日 常生活か ら の温

室効果ガス の排出抑制が事業者及び国民の責

務 と して定め ら れた と こ ろであ り 、 事業者及び

県民の責務の趣 旨 を踏ま え な が ら 平成 1 4 年

3 月 に策定 した ｢地球温暖化に向 けたア ク シ ョ

ンプロ グラ ム ｣ に基づいて 、 県民 、 事業者、 市

町村の各主体の取組みを強化する た め 、 次の事

業を実施する 。

ア ア ク シ ョ ン プ ロ グラ ムの推進

(ァ) ス ト ッ プ ･ ザ ･ 温暖化取組事例発表会

地球温暖化防止に係 る各分野 (行政 、

事業者、 県民 、 環境N G O等) の取組事

例を募集 し 、 広 く 県民に公表する 。

( イ ) ｢ お う ち や く も んのエ コ ラ イ フ ｣ 募集

広 く 県民を対象に ｢お う ち や く も ん｣

で も で き る 二酸化炭素削減の た め の 取

組みを募集 し 、 それを も と にパ ンフ レ ッ

ト を作成する 。 ( ※お う ち や く も ん め

ん ど く さ が る 人の こ と )

( ウ ) あ ら ゆ る場面での温暖化防止 P R

他部局の行事に積極的 に参加 し温暖

化防止を P Rする 。

(ェ) エ コ キ ャ ラ バ ン

イ 鳥取県地球温暖化対策推進連絡会 。義

県 と 業界団体で構成す る 連絡会議にお

いて 、 業界 ご と の 自 主的 な取組みの推進

を図 る 。

ウ 地球温暖化対策推進行政連絡会議

県 と 市町村で構成す る 連絡会議におい

て 、 市町村の実行計画の策定を促進する と

と も に 、 県 と 市町村の連携の も と に県民及

び事業者に対す る 普及啓発の促進を図 る 。

(環境政策課)

0新エネルギー導入促進事業

新エネルギー についての理解を深め 、 その積

極的な導入を推進する た め次の事業を行 う 。

ア 市町村への補助

新エネルギー を導入す る 市町村に対 し

て補助金を交付する 。

イ N P O 等への補助

新エネルギーに 関す る セ ミ ナー等 を開

催す る N P O 等 に対 し て補助金を交付す

る 。

ウ 太陽光発電シス テムの導入

日 野総合事務所に太陽光発電シス テ ム

を設置する 。 (産業開発課)

0新エネルギー導入可能性調査事業

県内で有望な新エネルギー (風力 、 バイ オマ

ス ) の 円 滑な事業化を図 る ため 、 その事業可能

性調査を行 う 。

ア 風力発電導入促進事業

(ァ) 風力発電の事業化を検討する 研究会

を開催する 。

(イ ) 風況調査を実施する 市町村に対 して

補助する 。

イ 木質系バイ オマス事業可能性調査事業

資源の有効利用 を図 る ため 、 智頭町を 中

心 と する 鳥取県東部地区を対象に 、 木質系

バイ オマス について 、 発電等の事業可能性

を調査す る 。 (産業開発課)

○風力発電開発調査事業

環境負荷の少な い石油代替エネルギーの導

入促進が重要 と な っ て き てお り 、 風力エネルギ

ーの導入は、 地球環境の保全に大き く 貢献する

も のであ る ため 、 風力発電開発のた めの適地調

査 (風況観測) を行 う (企業局電気課)

0 ノ ーマ イ カ ーデー運動の推進

全県的な取組み と して 、 よ り 多 く の方に参加

していただけ る よ う 、 引 き 続き 県民への P R活

動に力 を入れる と と も に 、 公共交通機関の利便

性を高 め る こ と に よ り ノ ーマ イ カ ーデーの実

施率の向上に努め る 。 (交通政策課)

0環境共生モデル住宅団地整備事業

環境 と 共生する 住環境 、 住宅 、 住生活 を普

及 ･ 啓発する ため 、 エネルギー 、 資源 、 廃棄物

な どの観点か ら ｢環境への負荷の低減｣ ｢周辺

環境 と の調和 ｣ ｢居住環境の健康 ･ 快適性｣ を

目 指 し た人や地球にや さ しいモデル住宅団地

を整備する 。

赤碕団地 (事業主体 鳥取県住宅供給公社)

計画戸数 2 3 8 戸

場 所 赤碕町赤碕

面 積 約 1 3 2 ha

88

h
l

l
ll

-
Iね

=1
-
刷
川華

-
-

--ミ
!,
l

-
-I

'
l
l
l
i



期 間 平成 1 2 ~ 1 4 年度

平成 1 3 年度事業内容 環境に配慮 した

団地の一期工事の実施

(住宅環境課)

0環境共生住宅推進事業

環境共生住宅 (地球環境を保全する ため 、 省

エネルギー ･ 省資源 ･ 廃棄物処理の こ と な どを

考えた 自 然環境 と 住宅及び周辺環境) 県営住宅

夕 日 ヶ 丘団地 (仮称) の第 1 工区が完成 し 、 引

き継ぎ 、 第 2 工区 と 第 3 工区の施工を行 う 。

(住宅環境課)

0住ま いづ く り 2 1 推進事業 ( シ ッ ク ハウス ･

環境共生住宅の研修 、 住生活 ビ ジ ョ ンの普

及)

(第 3 部第 1 章第 1 節の 5 参照)

検討 ･ 協議 しつつ 、 共同調査研究に取組んでい

く 。

ま た 、 実態捌査で判っ た結果や現象について

人工気象室 (平成 1 4 年開所衛生環境研究所)

を利用 し 、 酸性雨影響模擬実験等を行 う 。

(環境政策課 ･ 林政課)

○融雲水調査

同 じ く 、 融雪水の影響が特に大き い こ と を視

察時に認識 し 、 酸性雪 (積雪) 調査に加 えて 、

土壌や渓流に注いで影響を及ぼす議雪水調査

を行い 、 積雪調査 と 併せ、 生態系への影響の実

態把握を強化する 。 (環境政策課)

【 4 その他の地球環境問題への

取組の推進 1

0その他の地球環境問題への取組の推進

熱帯林の減少 、 海洋環境の保全、 野生生物種

の減少 、 砂漠化等のその他の地球環境問題に対

して 、 研究機関等 と の連携も 図 り なが ら適切な

対応を進め る 。 (環境政策課)

【 5 環 日 本海諸国 と の連携強化 と 協力 】

0鳥取県 ･ 江原道環境衛生学会の開催

鳥取県衛生環境研究所及び江原道保健環境

研究院の研究者並びに環境衛生分野の 関係者

が一堂に会 して 、 両地域の環境衛生分野の調査

研究について発表、 討議 し 、 そ の成果を両地域

の学術交流の推進 と 施策へ反映 さ せ る た め開

催する 。 (環境政策課)

○衛生環境分野研究員 ･ 人材発信事業

本県の環境研究分野の推進のため 、 フ ラ ンス

で開催 さ れる 国際 ウ ィ ルス学会に 、 本県の研究

成果の発表及び海外への 情報発信国際 レベル

での研究者間の意見交換 ･ 情報収集を行 う た め 、

衛生環境研究所職員 (研究者) を派遣する 。

(環境政策課)

(住宅環境課)

【 2 オ ゾン層保護対策の推進 】

0 フ ロ ン回収対策の推進

オゾ ン層破壊原因物質であ る フ ロ ン類使用

製品 を扱 う 各業界にお け る フ ロ ン回収対策に

ついて 、 有識者、 関係機関代表等で構成する協

議会で協議 ･ 検討 してい く と と も に 、 家電 リ サ

イ ク ル法や フ ロ ン回収破壊法の本格施行に向

け 、 適正な対応を図 る 。

ま た 、 中 ･ 四国地域フ ロ ン回収 ･ 処理推進連

絡会議 ( 中 四国 1 0 県市 、 環境省 、 経済産業省 、

中 四国経済産業局等で構成) へ参加する 。

(環境政策課)

0紫外線につ いての調査研究

紫外線量 (U V-A , B ) の実態調査 (衛生

環境研究所) を行 う 。 (環境政策課)

【 3 酸性雨対策の推進 】

0酸性雪調査

シーズン中 に 、 山 間部 (氷 ノ 山 ) の積雪を多

層 にわた っ て採取 ･ 分析 し 、 積雪中 に蓄積 ･ 濃

縮 さ れた酸性成分の分布 と 移動の状況を追跡

し 、 議雪時に懸念 される森林生態系等への影響

把握に資する 。 (環境政策課)

0生活環境部 ･ 農林水産部合同調査検討会

酸性雨等の鳥取県の環境への影響が危惧 さ

れる 中 、 大気 、 水 、 植生 、 土壌等生態系への影

響を把握 して予測 ･ 。平価を 目 指 し 、 総合的 ･ 体

系的調査研究を行 う こ と を 目 的に設置 した ｢生

活環境部 ･ 農林水産部合同調査検討会｣ の 中で 、
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第 6 章 共通的 基盤的施策の推進

【 1 環境関連高等教育機関等の整備推進 】 【 3 環境情報の整備 提供 】

0鳥取環境大学への運営支援 0環境情報システムの整備

も I 開 学 2 年 目 を迎 え る 鳥取環境大学の大学運営の 円滑化を図 る た め 、 教育研究機器や図書の
整備等 を支援す る た め の補助金を平成 1 3 年

L 度 々こ 引 き 続き 交付する 。 (企画振興課)

も ○衛生環境研究所の整備
i 鳥取県衛生環境研究所は平成 1 4 年 7 月 に

開所する 。 (環境政策課)

0環境学術研究の振興

鳥取県環境学術研究基金の運用益に よ り 、 鳥
取環境大学を は じ め と し た県内高等教育機関

l にお け る 環境に 関す る 学術研究に対す る 助成
等を行 う 。 (企画振興課)

【 2 環境影響評価の推進 】

0環境影響評価制度の適正な実施
環境影響。増価制度は 、 大規模な開発事業の実

施が周辺の環境に どの よ う な影響を与 え る か 、

あ ら か じ め凋査 ･ 予測 ･ 評価する こ と に よ り 環

境への配慮が さ れた事業を実施す る た め の制
度であ り 、 ｢環境影響。平価法｣ 及び ｢鳥取県環
境影響。平価条例｣ に基づ き 、 こ の制度の適正な
運用 を図 る こ と と してい る 。 (環境政策課)

環境配慮への取組みを一層推進する た め 、 環
境情報ホームページに よ り 環境情報を県民等
に発信する 。 (環境政策課)

(http : //www.pref. tottorl .胆化ankyodb/)

【 4 環境に関する監視体制の整備充実
及び調査研究の推進 】

0環境に関す る監視体制 の整備 と 調査研究の
推進

新たな環境問題に対応 した常時監視を実施
する と と も に 、 環境関係の調査研究を進め る 。

表 3‐9 主な調査研究のテーマ

【 5 環境に配慮 した社会資本整備等
の推進 】

ごみ処理施設 、 し尿処理施設等の環境を良好 , 、 県環境 言 画 ｣
に保ち 、 快適な環境を創造する た めに必要な社 定) の住民周知 、 施策推進。
会資本整備等を推進する 。 (環境政策課)

義

【 6 環境基本計画推進体制の整備充実 】

0 ｢環境基本計画 ｣ の着実な推進

｢鳥取県環境基本計画｣ (平成 1 1 年 3 月 策
(環境政策課)

湖山池汚濁機木 劃査
中海汚濁機構調査

･螂 食品 中の残留農薬の迅速多成分分析法に確立に関する週査研究
人工気象室を利用した酸性雨影響模擬実験
廃棄物の再資源化に関する調査
水稲 ･ 大豆の農薬 ･ 化学肥料5割以上削減技術体系の確立
農薬 ･ 化学肥料5割以上削減技術体系の確立

物の再 た ; 、 に

' ･ 大豆の農薬 ･ イ
く ･ 化学肥料5割蕩
ずの病害虫の総 ロ
ーンエネルギー

によ

システムに

: I ぐ ス ー ム

上削 九 p

系の
立と

　　　 の 比

豊 の

一 1 、 V と ワ
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